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1976年東大理□1 文□1 共通 

対称性より、この回転体の rx≦≦0 の部分と、 

rlxrl 2 ≦≦ の部分の体積は同じ。 
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c1 のとき )(rf の増減は右の通り。 
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10 ≦c のとき )(rf は cr≦≦0 において単調増加。 

cr  において最大となり、このとき 0l 。 

 

 

以上により、V の最大値を与える r と l は 
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